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ら浅所へと著しく縮小することによって認識される(河尻ら, 1981､ North and








































































を水温20oC､光量子束密度0､ 5､ 10､ 20､ 90､ 180､ 360pmol/m2/秒の7段階で､
また光合成一温度曲線を光豊子束密度180FLmOl/m2/秒､水温5､ 10､ 15､ 20､ 25､
30､ 33oCの7段階で測定した｡また､海水中の栄養塩濃度よって栄養塩吸収速

















A B C D E
開始濃度　NH4-N　84±5　254±105　408±31467± 127 1109　± 140
NO3-N ll ±2　_56±　3　156±　2　308±　3　619　± 16
PO4-P　　6± 1　18±　1　46±　0　86±　1 162　±　1
終了濃度　NH4-N　40±8　108±　48　208±27　254±　43569 ± 103

















































束密度0､ 5､ 10､ 20､ 90､ 180､ 360FLmOl/m2/秒､水温20｡Cで､光合成一温度曲線は光















図3. NH4-N､ NO3-N､ PO4-P濃度をA～Eの5段階に設定した海水(表2)中におけるカジ













































































































































































ンゴMaluspumila var･ domestica (福元･長井, 1981)や褐藻マコンブLaminaria
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月トを含む5､ 10､ 15､ 20℃とした｡栄養塩濃度は､ 1/4PESI栄養強化海水を菖


















































































































































































































































































図4.光圭子束密度180､ 5〝mol/m2/秒､水温5､ 10､ 15､ 20℃､菖栄養条件(1/4PESI　培
地;黒)と栄養塩欠乏条件(N,P無添加ASS2培地;白)で12日間培養後のマコンブ幼































































図5.光圭子束密度180､ 5〃mol/m2/秒､水温5､ 10､ 15､ 20℃､菖栄養条件(1/4PESI培
地;黒)と栄養塩欠乏条件(N,P無添加ASS2培地;自)で12日間培養後のマコンブ若
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と光合成一温度曲線｡光合成一光曲線は､水温11.6℃､光量子束密度0､ 2.5､ 5､ lot 20､
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原が形成されている(Neushul, 1967; Mann, 1972; Choat and Schiel, 1982; Witman,




(cameron and Schroeter, 1980; Rowley, 1989; Sano et a1., 1998; Balch and
scheibling. 2000)｡サンゴモ科紅藻や緑藻Ulvella lensから分泌される揮発物質ジ
プロモメタンは(Itoh and Shinya, 1994; Ohshiro et a1., 1999),キタムラサキウニ
strongylocentrotus nudusとエゾパフンウニS. intermedius幼生の着底･変態を短




数は少なく(san° et a1., 1998; Balch and Scheibling, 2000), Macrocystispyrifera
とEckloniaradiata海中林では,それぞれアメリカムラサキウニとニュージーラ
ンドウニEvechinus chloroticusの着底後の死亡率が高いことが明らかにされてい
る(Andrew and Choat, 1985; Rowley, 1990)｡コンプ目海中林の林床にも無節サ
ンゴモが生育することから(Reed and Foster, 1984; Chapman and Johnson, 1990;






























ン飽和溶液の希釈海水から疎水性膜(Advantec Polymer: 47 mm diameter, 0.21Am
pore size, Tokyo Roshi Kaisha, Ltd.)を介して上部容器の幼生がジプロモメタンに
被爆される構造である｡まず,下部容器にキタムラサキウニ幼生の変態を最も























































































表2 ･ 2,4-dibromophenol (A)と2,4,6-tribromophenol (B)の異なった濃度下においてジプロ
モメタンに被爆したキタムラサキウニ8腕期幼生の変態率の二元配置分散分析による
有意差検定結果




















































(whitfield et al. 1999)｡同属のクロメからDBPとTBPが分泌されることから
(shibata eta1. 2006),ニュージーランドウニのEcklonia radiata海中林への加入
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増加することが知られ(cameron and Schroeter, 1980; Rowley 1989; San° et al.,




かにされている(Taniguchi etal., 1994; Agatsuma etal., 2006)｡
一方､海中林においてはウニがほとんど発生できず､変態に成功しても短期
間に死亡することも知られている(cameron and Schroeter, 1980; Rowley, 1989;
San° etal･, 1998; Balch and Scheibling, 2000)｡海中林は､何らかの化学物質を海
水中に分泌してウニ幼生の変態を阻害するのではないかと考えられていた｡最












































































ると･ Melosira nummuloidesに対してはI ppmの低濃度であっても明らかに増





























































closterium､ Melosira nummuloides 3種に対する細胞密度の増殖阻害効果を培養に
よって検討した｡これら3種の増殖速度は､ cylindrotheca closte,iumがもっとも
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Coccophora langsdorfii､ジョロモクMyagropsis myagroides､アカモクS. horneri､
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マメタワラS.pululiferum.ヤツマタモクS･patens､ヨレモクS･ tortile､ノコギリ
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六穴プレート内の培地を除去し､冷P B S(phosphatebuffered saline)で細胞を
洗浄し､ Lysis buffer(0.5% sodium deoxycholate,0.5% Nonidet P-40,PBS)を500FLl
加えピペッティングする｡セーフロックチューブに移し遠心分離(7,500rpm,5
分)する｡上溝を新しいチューブに移し､ 5FLIproteinaseK(1FLg/Ill)を加え､ 37℃
で30分インキュベートする｡ 2分間の冷却後､ 0.1M PMSF(phenylmethylsulfonyl
fluoride)を5FL加え､遠心分離(100,000×g,30分､ 4℃)して沈殿を18FLl lXSample
bufferに再溶解し95℃,5分間インキュベ～トする｡
sDS-PAGE(15%ポリアクリルアミド)後､ pvDF膜(polyvinylidene difluoride
membrane)にプロッテイングする｡異常型プリオンタンパク質はcDP-Star
detection reagentにより検出した｡
2.括　　果
各種海藻多糖を細胞培養液に添加した際の､異常型プリオンタンパク質生成
への影響を図_1_8に示した｡結果の表示は多糖無添加培養時の異常型プリオン
タンパク質量に対する比率で行った｡数値が低いほど抑制効果が高いことを示
している｡
20･200〟 g/ml多糖添加効果
アラメでコントロール比25-40%とやや高い以外は､いずれの海藻多糖とも
20%以下であった｡特にハリガネでは5%以下と抑制活性が強かった｡
2FLg/ml多糖添加効果
アラメ60%､アカモク40%､マツノリ40%らが抑制活性が低く､その他の海
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藻類はカバギンアンソウ10%､カヤモノリ10%､タマハハキモク10%､ハリガ
ネ20%､マコンブ20%
などのように抑制効果が認められた｡
0.2 FL g/ml多糖添加効果
マツノリ100%､アラメ80%､カヤモノリ80%にはほとんど抑制活性はない
といえる｡タマハハキモク60%､アカバギンナンソウ55%､アカモク45%､マ
コンブ40%は弱い活性があり､ハリガネは10%と最も抑制活性が強かった｡
0.02LL g/ml多糖添加効果
マツノリ140%およびカヤモノリ120%で異常型プリオンタンパク質生成増強
作用が認められた｡アカバギンナンソウ､アカモク､アラメ､ハリガネではほ
とんど抑制効果は認められなかったが､クマハハキモク60%およびマコンブ
60%は極く弱い抑制効果が認められた｡
全体を通じて､活性に差はあるものの､全ての海藻多糖に異常型プリオンタ
ンパク質生成抑制活性が認められた｡なお､添加した最大濃度まで､全ての海
藻粗多糖において細胞増殖障害は認められなかった｡
今後は､粗多糖の画分･精製による活性成分の特定と性状解明を進める予定で
ある｡
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